
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸

三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸

そ
の
一

一
九
六

沼

波

守

　
三
勝
半
七
の
伝
の
資
料
の
整
理
と
文
芸
に
現
れ
て
の
変
遷
と
の
跡
と
を
辿
っ
て
み
よ
う
と
思
ふ
。
二
人
の
心
中
の
実
説
と
い
ふ
も

の
の
載
っ
て
み
る
の
は

　
　
浜
松
歌
国
の
「
南
水
漫
遊
」
初
篇
　
　
四
の
巻

　
　
西
沢
一
鳳
の
「
伝
奇
作
書
」
続
篇
　
　
中
の
巻

　
　
同
　
　
　
　
「
脚
色
余
録
」
三
篇
　
　
上
の
巻

　
　
同
「
讃
仏
乗
」
二
篇
上
の
春

　
　
松
村
操
の
　
「
実
事
課
」
三
篇

　
な
ど
が
そ
の
平
な
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
「
南
水
漫
遊
」
の
著
者
浜
松
歌
国
は
、
安
永
五
年
（
＝
七
六
）
生
ま
れ
で
、
文
政

十
年
（
一
八
二
七
）
二
月
十
九
日
五
十
二
歳
で
残
し
た
と
い
は
れ
、
　
「
伝
奇
愚
書
」
等
の
著
者
西
沢
一
鳳
は
享
和
二
年
（
一
八
〇

二
）
生
ま
れ
で
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
二
月
二
日
五
十
一
歳
で
死
ん
だ
人
で
あ
り
、
　
「
実
事
諌
」
三
編
は
明
治
十
四
年
八
月

一
日
発
行
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
等
の
書
は
右
に
掲
げ
た
順
に
出
来
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
最
も
委
し
い
の
は
、
最
初
の
「
南
水
漫
遊
」
で
、
こ
れ
に
載
っ
て
み
る
情
死
当
時
の
口
上
書
の
写
し
五
通
と
、
情
死
の



場
に
あ
っ
た
と
い
ふ
半
七
の
三
勝
の
母
と
平
左
衛
門
と
に
宛
て
た
書
置
の
写
し
と
一
蓮
託
生
の
石
碑
の
戒
名
と
を
、
西
沢
一
鳳
は

「
讃
仏
乗
」
に
「
三
勝
半
七
情
死
口
書
」
と
題
し
て
載
せ
「
伝
奇
作
圭
戸
」
に
は
右
の
口
上
書
の
大
略
と
、
半
七
の
書
置
と
を
「
三
勝

半
睡
情
死
の
話
」
と
し
て
記
載
し
、
つ
ゴ
い
て
「
延
髄
雨
談
の
潮
齢
」
の
題
で
、
馬
琴
の
「
三
笠
雨
期
」
中
の
「
み
の
屋
三
勝
が
古

墳
並
笠
屋
三
勝
が
弁
」
を
引
い
て
、
　
「
皆
推
量
の
説
に
し
て
論
ず
る
に
足
ら
ず
」
と
罵
倒
し
て
み
る
。
馬
琴
の
「
隠
笠
密
談
」
の
記

事
は
「
南
水
漫
遊
」
に
も
引
用
さ
れ
て
る
る
。
　
「
脚
色
余
録
」
に
は
「
大
頭
起
三
勝
の
弁
惑
」
と
の
題
で
女
舞
の
笠
屋
三
勝
の
事
を

記
し
、

　
　
前
か
た
大
阪
に
て
浄
瑠
璃
小
歌
に
諏
ひ
し
半
七
に
馴
染
た
る
三
勝
と
い
ふ
者
、
貸
株
の
内
な
り
と
い
へ
る
は
大
な
る
誤
り
也
。

と
い
っ
て
み
る
。
こ
れ
は
も
し
か
す
る
と
馬
琴
が
「
簑
笠
雨
談
」
に

　
　
し
か
る
を
歌
舞
伎
狂
言
に
は
、
む
か
し
の
笠
屋
三
勝
が
高
名
を
か
り
て
、
笠
屋
に
み
の
や
対
も
よ
く
、
そ
の
名
も
と
も
に
三
勝

　
　
い
へ
ば
、
狂
言
作
者
の
は
た
ら
き
に
て
か
く
は
作
り
な
し
た
る
を
、

と
い
っ
て
み
る
の
を
誤
解
し
て
か
曲
解
し
て
か
、
馬
琴
に
あ
て
つ
け
た
言
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
実
事
課
」
も
、
「
南
水
漫
遊
」
に
あ
る
覚
書
や
口
上
書
の
一
部
の
写
や
半
七
の
書
置
を
載
せ
て
簡
単
に
記
さ
れ
て
み
る
に
過
ぎ

な
い
。
以
上
の
や
う
な
状
態
で
あ
る
か
ら
、
「
南
水
漫
遊
」
の
記
載
に
よ
っ
て
考
へ
て
み
れ
ば
よ
い
と
い
ふ
事
に
な
る
。
そ
こ
で
是

等
の
書
の
記
事
の
関
係
は
「
南
水
漫
遊
」
の
記
載
に
よ
っ
て
「
讃
仏
乗
」
や
「
伝
奇
作
書
」
の
記
事
と
な
り
、
　
「
伝
奇
作
書
」
に
よ

っ
て
「
実
事
課
」
が
書
か
れ
た
と
も
み
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
さ
う
と
ば
か
り
は
定
め
ら
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
南
水
漫
遊
」
に
は
十
五
省
線
と
二
十
七
無
期
と
が
あ
り
、
各
々
精
粗
異
同
が
甚
し
く
、
　
「
伝
奇
作
書
」
其
他
の
一

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

鳳
の
著
書
も
数
氏
の
も
と
に
分
割
所
蔵
さ
れ
て
み
た
の
を
、
明
治
三
十
九
年
国
書
刊
行
会
の
「
新
群
書
類
従
」
演
劇
の
部
に
始
め
て

総
括
さ
れ
た
と
の
事
で
あ
る
か
ら
、
こ
、
で
は
共
に
「
新
群
書
類
従
」
本
に
従
っ
て
み
る
事
を
最
初
に
断
っ
て
お
く
。

　
さ
て
三
勝
半
七
の
件
は
、
　
「
南
水
漫
遊
」
初
編
四
の
巻
の
「
三
勝
半
七
墓
」
と
い
う
条
に
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に

　
　
大
和
国
縫
智
郡
五
条
赤
根
屋
並
七
、
大
阪
に
お
み
て
心
中
の
節
、
検
使
の
趣
正
徳
三
良
妻
辻
店
五
左
衛
門
様
控
帳
に
有
之
候
を

　
　
写
取
置
候
也
…
…
彌
五
左
衛
門
様
大
阪
へ
御
出
被
成
候
節
、
摂
州
西
成
郡
下
難
波
村
御
代
官
空
也
。

と
あ
る
。
こ
の
引
用
文
は
原
本
の
儘
で
、
漢
字
も
仮
名
も
改
め
な
い
。
句
読
は
原
文
に
は
な
い
の
を
私
が
遮
り
に
つ
け
た
の
で
あ
る
。

以
下
引
用
文
の
場
合
は
常
に
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

　
情
死
は
以
下
に
あ
る
「
覚
」
や
「
口
上
」
の
回
附
に
拠
る
と
、
元
禄
八
亥
年
（
一
七
＝
）
十
二
月
六
日
夜
か
ら
七
日
曉
に
か
け

て
の
事
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
右
の
正
徳
三
巳
年
（
一
七
＝
二
）
は
、
こ
の
年
ま
で
の
控
帳
の
記
事
か
ら
写
し
た
と
の
意
味
で
あ
ら

う
。
と
こ
ろ
で
歌
国
が
こ
れ
を
写
し
た
の
は
、
直
接
に
か
、
間
接
に
か
、
ま
だ
何
年
の
事
で
あ
る
か
が
、
一
向
に
わ
か
ら
な
い
が
、

仮
り
に
二
十
歳
の
時
に
写
し
た
と
し
て
も
、
前
述
の
や
う
に
彼
は
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
生
ま
れ
だ
か
ら
、
寛
政
七
年
（
一
七
九

五
）
の
事
に
な
っ
て
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
か
ら
八
十
二
年
後
と
な
っ
て
、
年
代
が
大
分
経
っ
て
る
る
。
そ
れ
や
百
年
や
二
百

年
経
っ
て
る
て
も
、
原
本
か
ら
直
接
写
し
得
ら
れ
な
い
と
は
断
言
さ
れ
な
い
け
れ
ど
、
何
人
か
が
直
写
し
て
お
い
た
物
か
ら
か
、
又

は
再
写
三
写
し
た
も
の
か
ら
写
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
ふ
事
も
考
へ
得
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
西
澤
｝
鳳
は
「
南
水
漫
遊
」
か
ら

で
な
く
、
さ
う
し
た
物
か
ら
別
に
写
し
て
「
讃
童
画
」
に
載
せ
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
南
水
漫
遊
」
に
は
、
　
「
讃
佛
乗
」

等
に
載
っ
て
み
な
い
豊
丘
の
書
置
が
二
通
、
三
勝
の
書
置
が
一
通
載
っ
て
み
る
。
こ
れ
は
歌
謡
の
写
し
た
辻
彌
五
左
衛
門
控
の
方
に



は
附
い
て
み
た
の
か
、
ま
た
は
別
に
さ
う
し
た
物
が
あ
っ
た
の
か
ら
歌
國
が
写
し
た
か
と
思
は
れ
る
。
馬
琴
の
「
簑
笠
雨
談
」
に
、

追
記
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
予
こ
の
ご
ろ
一
奇
書
を
得
た
り
。
そ
の
略
に
云
ク
、
元
禄
八
年
十
一
月
六
日
大
阪
長
町
み
の
や
平
左
衛
門
が
娘
お
さ
ん
、
和
州

　
　
五
条
の
商
人
茜
屋
三
七
と
と
も
に
、
な
ん
ば
村
の
路
傍
に
自
殺
す
。
書
置
二
通
あ
り
て
、
上
書
お
三
は
＼
殿
半
七
と
し
る
し
た

　
　
り
。
事
長
け
ば
こ
、
に
贅
せ
ず
。

と
あ
る
。
こ
の
書
置
と
い
ふ
の
は
、
　
一
つ
は
上
書
か
ら
み
て
、
　
「
南
水
漫
遊
」
に
も
「
讃
十
三
」
等
に
も
あ
る
平
左
衛
門
と
連
名
の

宛
名
の
も
の
、
一
通
は
「
南
水
漫
遊
」
に
の
み
あ
る
半
里
の
二
通
の
書
置
の
中
の
一
通
ぢ
や
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
も
し
さ
う
だ
と

す
れ
ば
、
三
勝
関
係
の
写
本
か
板
本
か
が
、
相
当
数
、
そ
れ
も
一
種
類
以
上
世
に
流
布
し
て
み
た
ら
し
く
思
は
れ
る
。

　
さ
て
「
南
水
漫
遊
」
に
収
録
さ
れ
て
み
る
下
難
波
村
の
庄
屋
甚
左
衛
門
や
村
年
寄
連
名
で
、
身
詰
五
左
衛
門
の
手
代
関
戸
条
左
衛

門
、
渡
辺
為
右
衛
門
宛
に
さ
し
出
し
た
「
覚
」
も
、
女
の
死
骸
は
さ
ん
（
三
勝
の
本
名
と
い
ふ
）
に
相
違
な
い
と
認
め
た
札
の
辻
町

の
安
右
衛
門
の
「
指
上
申
口
上
書
」
も
、
半
七
の
宿
屋
の
主
人
中
村
屋
安
右
衛
門
の
「
口
上
」
も
皆
年
号
が
元
禄
八
田
年
十
二
月
七

日
と
な
っ
て
み
る
の
が
少
々
不
審
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
元
禄
八
年
は
四
月
廿
五
日
に
正
徳
と
改
元
さ
れ
て
る
る
か
ら
、
十
二
月
な

ら
勿
論
正
徳
元
年
と
あ
る
べ
き
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
昔
の
事
だ
か
ら
さ
う
し
た
点
は
現
今
の
や
う
に
厳
格
ぢ
や
な
か
っ
た
か

ら
だ
と
思
へ
ば
そ
れ
ま
で
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
私
記
な
ら
ば
と
に
か
く
、
役
人
へ
差
出
し
た
届
で
あ
る
だ
け
に
妙
な
気
が

す
る
。
乍
併
特
別
の
反
証
が
な
い
か
ら
は
、
　
「
南
水
漫
遊
」
の
辻
彌
五
左
衛
門
の
控
帳
の
写
と
い
ふ
も
の
を
信
ず
る
よ
り
仕
方
は
あ

る
ま
い
か
ら
、
そ
れ
に
拠
っ
て
記
す
事
に
す
る
。

　
　
　
川
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九



　
　
　
＝
「
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇

　
下
難
波
村
庄
屋
甚
左
衛
門
、
同
村
年
寄
源
左
衛
門
、
同
七
兵
衛
、
同
九
郎
兵
衛
連
名
の
「
口
上
」
に

　
一
、
摂
州
西
成
郡
下
難
波
村
領
墓
所
石
垣
の
根
畑
に
て
、
年
比
三
十
四
五
計
の
男
、
年
比
二
十
四
五
計
の
女
咽
を
切
相
果
居
申
候

　
　
　
処
、
墓
所
ひ
じ
り
並
乞
食
垣
外
の
者
難
波
村
庄
屋
方
へ
由
来
候
に
付
、
早
速
右
の
靴
直
注
進
申
上
候
処
、
関
戸
条
左
衛
門
殿
、

　
　
　
渡
辺
為
右
衛
門
（
讃
佛
乗
ニ
コ
ノ
下
二
殿
ガ
ア
ル
。
ソ
ノ
方
ガ
イ
・
デ
ア
ラ
ウ
。
）
御
出
、
死
骸
衣
類
等
御
斎
の
上
、
当
村

　
　
　
中
耳
に
近
所
の
者
何
の
覚
も
あ
や
し
き
事
も
無
之
哉
と
御
吟
味
被
誰
々
へ
共
、
右
の
義
に
附
少
し
も
あ
や
し
き
儀
無
御
座
候

　
一
、
右
二
人
の
者
死
骸
番
人
附
置
草
平
、
上
本
町
八
丁
目
華
屋
安
右
衛
門
、
三
丁
目
大
和
屋
八
郎
右
衛
門
見
申
候
て
、
右
の
女
は

　
　
　
長
町
四
丁
目
み
の
や
平
左
衛
門
娘
に
御
座
候
由
申
候
。
　
（
以
下
略
）

と
あ
る
。
即
ち
他
殺
ぢ
や
な
い
か
と
吟
味
を
し
た
が
自
殺
に
相
違
ひ
な
い
と
な
り
、
女
の
身
許
が
判
明
し
た
の
で
、
前
記
安
右
衛
門

と
平
左
衛
門
と
に
見
せ
た
と
こ
ろ
が
、
さ
ん
（
三
勝
の
本
名
）
に
相
違
無
い
と
認
め
た
の
で
、
三
勝
の
死
体
は
養
父
美
濃
屋
平
左
衛

門
に
引
取
ら
せ
た
事
が
、
平
左
衛
門
の
「
差
上
申
口
上
書
」
で
わ
か
る
。
平
左
衛
門
が
三
勝
の
養
父
で
あ
る
事
は
是
等
の
届
書
で
は

わ
か
ら
な
い
が
、
後
に
記
す
三
勝
の
書
置
か
ら
推
察
さ
れ
る
。

　
右
の
安
右
衛
門
は
三
勝
の
姉
智
で
あ
る
事
は
、
「
上
本
町
八
丁
目
札
之
辻
町
安
右
衛
門
」
と
署
名
し
た
「
指
上
申
ロ
上
書
」
　
に
、

「
拙
者
女
房
の
妹
さ
ん
と
申
す
女
に
紛
れ
無
御
座
候
」
と
あ
る
の
で
わ
か
る
。
同
書
に
こ
れ
に
つ
づ
け
て

　
　
進
呈
は
存
不
通
候
、
女
の
親
は
長
町
四
丁
目
美
濃
屋
平
左
衛
門
と
軽
量
、
平
左
衛
門
儀
は
御
番
所
へ
罷
半
半
、
賢
女
相
果
候
様

　
　
子
は
曽
て
不
奉
存
候

と
あ
る
の
で
、
男
の
身
許
、
情
死
の
事
情
は
安
右
衛
門
は
知
ら
な
か
っ
た
と
み
え
る
、
と
こ
ろ
が
現
場
に
あ
っ
た
書
置
か
ら
男
は
半



七
だ
と
知
れ
、
な
ほ
そ
の
宿
屋
も
わ
か
っ
た
と
み
え
て
、
半
七
の
宿
っ
て
み
た
中
村
屋
安
右
衛
門
か
ら
半
七
の
死
骸
を
受
取
り
た
い

と
い
ふ
願
書
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
情
死
し
た
時
六
七
は
三
十
四
五
歳
、
三
勝
は
二
十
四
五
歳
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ

る
。　

「
覚
」
と
題
し
た
下
難
波
村
の
庄
屋
等
の
現
場
報
告
に

　
　
一
、
男
の
疵
咽
二
寸
計
、
腹
ほ
ぞ
の
上
一
寸
突
疵
に
相
見
え
首
相

　
　
一
、
女
咽
四
寸
計
突
疵
く
り
候
に
（
讃
佛
乗
二
「
候
様
に
」
ト
ア
ル
方
ガ
イ
・
。
）
相
見
え
申
候

と
あ
る
の
に
拠
れ
ば
、
先
づ
半
七
が
三
勝
の
咽
喉
を
突
い
て
挟
っ
て
殺
し
、
つ
い
で
自
分
の
腹
を
突
い
た
が
、
一
寸
計
突
い
た
つ
て

死
ぬ
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
咽
喉
を
突
い
て
死
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。
尤
こ
れ
は
団
七
も
腹
を
切
っ
た
ば
か
り
で
は
死
な
れ
な
い
位
の

事
は
知
っ
て
み
た
が
、
切
腹
の
型
通
り
に
や
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
「
三
勝
」
は
芸
名
か
源
氏
名
か
で
、
　
「
さ
ん
」
と
い
ふ
の
が
本
名
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
、
前
に
引
用
し
た
安
右
衛
門
や
、
美
濃
屋

平
左
衛
門
の
「
口
上
書
」
に
、
共
に
「
さ
ん
」
と
あ
り
、
半
七
が
現
場
に
残
し
た
と
い
ふ
書
置
に
、
　
「
今
度
三
勝
私
か
く
里
下
候
事

云
々
」
と
あ
り
、
宛
名
に

　
　
三
勝
ど
の

　
　
　
　
御
袋
さ
ま

　
　
　
　
平
左
衛
門
様

と
あ
る
に
拠
っ
て
の
推
測
で
あ
る
。
こ
の
宛
名
の
書
き
方
で
、
三
勝
に
実
母
が
あ
っ
た
ら
し
い
事
と
、
文
巾
に

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
C
二
一

　
　
我
身
も
し
と
り
の
は
》
と
申
（
「
讃
佛
乗
」
ニ
ハ
「
独
り
の
母
」
ト
ア
ル
）

と
あ
る
の
で
、
半
知
に
も
母
が
あ
っ
た
と
い
ふ
事
位
が
わ
か
る
位
で
、
こ
の
書
置
に
拠
っ
て
あ
ま
り
多
く
を
知
る
事
は
出
来
な
い
。

「
讃
悪
乗
」
等
に
は
た
ゴ
「
半
七
」
と
名
の
み
で
あ
る
が
、
　
「
南
水
漫
遊
」
だ
け
は
「
勝
辺
高
曇
」
と
姓
が
記
さ
れ
て
み
る
。
こ
れ

が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
一
般
風
習
か
ら
み
て
、
半
七
の
家
は
元
来
相
当
な
家
柄
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
前
に
引

い
た
半
々
の
死
に
方
が
、
切
腹
の
形
式
に
拠
っ
た
事
を
思
ひ
合
せ
る
と
、
武
士
の
出
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。

　
書
置
の
日
附
は
各
書
各
様
に
な
っ
て
み
る
。
即
ち

　
　
十
二
月
　
　
　
　
南
水
漫
遊

　
　
十
一
月
　
　
　
　
讃
佛
乗
、
傳
奇
作
書

　
　
十
二
月
六
日
　
　
　
実
事
課

　
「
直
面
乗
」
の
十
一
月
は
誤
植
か
と
思
ふ
人
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
傳
奇
作
書
の
分
ま
で
同
じ
誤
植
を
し
た
と
は
考
へ
ら
れ

な
い
し
、
前
に
引
用
し
た
馬
琴
の
「
簑
笠
雨
談
」
の
追
記
に
も
「
十
一
月
六
日
」
と
あ
る
か
ら
、
十
一
月
と
し
た
本
も
あ
っ
た
の
で

あ
ら
う
。
　
「
実
事
課
」
の
「
十
二
月
六
日
」
も
原
拠
が
明
記
さ
れ
て
み
な
い
か
ら
、
著
者
の
さ
か
し
ら
か
も
し
れ
な
い
し
、
さ
う
し

た
本
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
て
「
南
水
漫
遊
」
に

　
　
大
阪
宿
所
中
村
屋
安
右
衛
門
方
よ
り
五
条
半
七
母
へ
送
り
来
り
候
半
七
書
置
の
写
し

と
し
て
母
親
宛
の
と
甲
屋
隠
居
さ
ま
宛
の
と
二
通
が
載
っ
て
み
る
。
こ
れ
は
例
の
辻
彌
五
左
衛
門
控
帳
の
写
し
と
い
ふ
の
に
あ
る
届



　
書
五
通
の
内
の
、
　
「
元
禄
八
去
年
十
二
月
七
日
」
附
で
、
　
「
大
阪
長
町
一
丁
目
、
近
江
屋
庄
右
衛
門
か
し
や
中
村
屋
安
右
衛
門
」

が
さ
し
だ
し
た
「
口
上
」
の
文
中
に

　
　
宿
に
書
置
一
通
御
座
候
故
、
大
附
御
番
所
へ
御
書
申
上
候
処
、
則
右
書
置
大
和
へ
遣
し
候
様
被
仰
当
量
累
差
越
申
候

と
あ
る
の
に
該
当
す
る
か
と
思
は
れ
る
。
此
処
に
一
通
と
あ
る
の
に
、
写
し
が
前
述
の
や
う
に
母
親
へ
と
甲
屋
隠
居
へ
と
二
通
に
な

っ
て
み
る
の
が
甚
し
い
や
う
で
あ
る
が
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
に
一
方
が
同
封
さ
れ
て
る
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
こ
れ
ら
の
書
置
が
、
何

人
に
よ
つ
て
、
ど
う
し
て
写
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
如
何
に
し
て
歌
國
に
筆
録
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
辺
の
事
に
就
い
て
は
、

何
等
の
記
述
も
な
い
か
ら
一
切
不
明
で
あ
る
。

　
こ
の
半
七
が
五
条
の
母
親
に
宛
て
た
書
置
の
文
中
に
、

　
　
と
か
く
五
郎
八
章
外
妹
衣
と
を
ち
か
ら
と
な
さ
れ
候
て
、
世
渡
り
の
い
と
な
み
頼
上
昇
、
一
旦
私
も
身
体
（
身
代
ノ
当
字
力
）

　
　
は
て
ま
し
て
所
へ
か
ほ
だ
し
候
も
、
気
の
ど
く
千
丁
に
ぞ
ん
じ
候
…
…
…

　
　
何
分
く
萬
助
様
へ
申
上
候
間
、
御
き
、
可
被
下
候
…
…

と
あ
り
、
宛
名
は

　
　
極
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
　
七

　
　
　
母
　
さ
　
ま

　
　
　
　
も
　
と
　
へ

と
な
っ
て
み
て
、
猶
々
書
き
に

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
四

　
　
小
長
ど
の
お
さ
が
ど
の
お
よ
ね
ど
の
五
郎
八
殿
、
母
様
事
よ
く
く
頼
申
候

と
見
え
て
み
る
。
前
に
引
用
し
た
半
里
か
ら
三
勝
の
母
子
の
書
置
に
、
　
「
独
り
の
母
」
と
あ
り
、
こ
の
書
置
に
も
「
母
さ
ま
」
と
あ

っ
て
父
の
事
が
な
い
か
ら
、
半
七
の
父
は
既
に
な
く
、
当
時
は
母
一
人
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
　
「
五
郎
八
其
外
妹
衣
と
を
」
と
あ

る
五
郎
八
は
半
七
の
弟
ら
し
い
。
猶
々
書
に
見
え
て
み
る
小
長
、
お
さ
が
、
お
よ
ね
の
三
人
は
、
こ
の
書
き
方
か
ら
み
て
、
半
漁
の

姉
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
し
て
み
る
と
半
半
は
長
男
で
、
小
長
、
お
さ
が
、
お
よ
ね
と
い
ふ
三
人
の
姉
が
あ
り
、
五
郎
八
と
い
ふ

弟
と
衣
と
い
ふ
妹
と
が
あ
る
六
人
兄
弟
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
死
ん
だ
時
に
戸
倉
が
三
十
四
五
歳
位
だ
と
あ
る
か
ら
、
三
人
の
姉
達
も

相
当
な
年
配
で
そ
れ
み
＼
他
家
に
嫁
し
て
み
た
で
あ
ら
う
し
、
弟
五
郎
八
も
既
に
妻
を
も
つ
て
み
る
べ
き
筈
の
年
配
で
あ
ら
う
の
に
、

そ
れ
ら
し
い
名
の
見
え
て
み
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
半
七
が
独
身
で
あ
る
の
へ
の
遠
慮
か
、
身
代
が
傾
い
た
が
故
に
か
、
ま
だ
独

身
で
半
七
の
家
に
同
居
し
て
み
た
の
ち
や
あ
る
ま
い
か
。
妹
の
衣
も
嫁
す
べ
き
年
齢
に
は
な
っ
て
み
る
筈
で
は
あ
る
が
、
五
郎
八
同

様
な
理
由
で
同
居
し
て
み
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
程
の
年
配
の
子
を
持
っ
て
る
た
と
す
れ
ば
、
半
七
の
母
は
も
う
七
十
位
の
老
婆
で

あ
っ
た
ら
う
。
こ
ん
な
年
寄
つ
た
母
に
苦
労
を
か
け
る
と
は
、
　
「
不
孝
の
う
へ
の
不
孝
な
が
ら
」
と
半
七
自
身
も
書
置
に
書
い
て
は

み
る
が
、
言
語
道
断
の
不
孝
者
で
あ
る
。

　
「
私
も
身
体
は
て
ま
し
て
」
は
、
前
記
の
や
う
に
身
代
を
破
っ
た
の
で
、
恥
し
く
て
在
所
へ
は
顔
出
し
が
な
ら
な
い
と
の
意
味
で

あ
ら
う
。
半
七
の
父
在
世
ま
で
は
斜
辺
姓
を
名
乗
っ
て
み
る
ほ
ど
、
由
緒
も
あ
り
相
当
の
資
財
家
で
あ
っ
た
の
が
、
父
の
殴
後
半
七

が
頭
の
押
へ
手
が
な
い
ま
、
に
勝
手
気
儘
に
振
舞
っ
て
家
財
を
蕩
尽
し
た
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
大
部
分
の
原
因
が
三
勝
に
あ
っ
た

ら
し
い
事
が
、
次
に
記
す
三
勝
の
書
置
き
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
学
海
の
家
業
が
何
で
あ
っ
た
ら
う
か
と
い
ふ
問
題
が
お
こ



つ
て
く
る
が
、
こ
れ
は
後
に
考
へ
て
み
る
事
に
す
る
。
　
「
萬
助
様
へ
申
上
三
間
」
の
嘉
事
は
、
次
に
記
す
甲
屋
隠
居
へ
の
書
置
を
読

み
く
ら
べ
て
み
る
と
、
甲
屋
隠
居
の
名
ら
し
く
思
は
れ
る
。

　
次
に
甲
屋
隠
居
宛
の
書
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
身
体
（
身
代
力
）
き
の
ど
く
の
身
と
な
り
候
故
、
か
ね
て
御
上
申
候
女
房
さ
ん
、
こ
れ
さ
い
は
ひ
と
縁
を
も
切
候
て
、
し
ん
み

　
　
心
や
す
く
仕
上
て
、
江
戸
な
ど
へ
も
参
候
は
ん
と
存
、
大
阪
へ
三
豊
て
、
く
れ
み
＼
我
身
の
出
語
り
候
て
、
最
早
と
ま
で
の
い

　
　
と
ま
ご
ひ
の
よ
し
語
り
き
か
せ
候
へ
ば
、
さ
り
と
は
く
思
ひ
よ
ら
ざ
る
事
に
申
、
引
に
ひ
か
れ
ぬ
恋
路
に
命
捨
候
い
け
れ
ば

と
あ
る
の
を
み
れ
ば
、
半
七
は
三
勝
と
縁
を
切
り
、
単
身
江
戸
に
出
て
再
び
身
代
を
も
盛
返
す
覚
悟
で
あ
っ
た
の
に
、
三
勝
の
意
見

に
ひ
か
れ
て
情
死
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
此
の
点
は
後
の
三
勝
の
書
置
と
対
照
し
て
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
　
わ
が
身
か
く
成
果
山
事
、
慈
母
兄
弟
共
な
げ
き
候
は
ん
間
、
ふ
っ
と
あ
き
ら
め
申
様
に
被
成
湿
て
、
し
ん
し
ょ
の
儀
は
前
か
た

　
　
申
上
候
通
に
御
座
候

　
こ
の
甲
屋
隠
居
は
、
五
七
の
唯
一
の
同
情
者
で
あ
り
協
力
者
で
、
半
田
も
こ
の
人
一
人
を
頼
み
と
し
て
居
た
ら
し
い
。

　
　
か
ば
ね
は
野
外
に
さ
ら
し
、
名
は
五
畿
内
の
う
は
き
も
の
と
呼
ば
る
》
共

　
死
ぬ
事
は
悲
し
い
け
れ
ど
、
情
死
は
外
聞
と
密
に
誇
ら
し
く
も
思
っ
て
み
た
ら
し
い
気
配
が
あ
る
。
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
、
元

禄
十
七
年
三
月
十
三
日
宝
永
と
改
元
）
版
の
「
心
中
大
鑑
」
（
こ
の
書
は
事
実
の
記
録
ら
し
い
）
に
は
二
十
一
件
の
情
死
事
件
を
載

せ
て
み
る
。
大
道
和
一
氏
の
「
情
死
の
研
究
」
に
よ
れ
ば
、
巻
尾
の
「
宝
永
元
甲
申
年
仲
夏
吉
日
」
と
あ
る
ほ
か
に
第
一
巻
の
冒
頭

に
「
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
早
春
」
と
あ
る
本
が
あ
る
ら
し
い
か
ら
、
大
体
元
禄
年
間
に
著
者
の
見
聞
し
た
情
死
事
件
が
挙
げ
ら

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
要

れ
て
る
る
わ
け
で
あ
る
が
、
二
十
一
件
と
い
ふ
の
は
著
名
な
も
の
だ
け
で
あ
ら
う
か
ら
、
実
際
に
行
は
れ
た
情
死
事
件
数
は
も
っ
と

く
多
数
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
当
時
情
死
が
可
成
流
行
し
て
み
た
事
が
推
測
さ
れ
る
。
半
七
等
も
そ
の
流
行
を
追
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
「
心
中
大
鑑
」
に
は
残
念
な
が
ら
三
勝
半
七
事
件
は
載
っ
て
み
な
い
。

　
　
慈
母
方
は
く
ど
く
は
っ
た
へ
ず
歯
間
、
く
れ
ぐ
是
迄
の
御
よ
し
み
と
、
は
＼
様
兄
弟
共
事
偏
に
頼
上
候

　
こ
れ
で
、
母
に
宛
て
た
書
置
中
の
萬
助
が
甲
屋
隠
居
と
同
人
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。
宛
名
は

　
　
　
　
　
極
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
辺
半
七

　
　
　
　
　
　
　
甲
屋
隠
居
さ
ま

と
な
っ
て
み
る
。
　
「
尚
々
御
内
室
様
へ
も
あ
は
れ
は
か
な
く
成
ま
し
候
と
頼
上
ま
み
ら
せ
候
」
と
の
猶
々
書
で
、
甲
屋
隠
居
に
は
妻

も
健
在
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
し
、
年
齢
も
半
七
の
母
よ
り
は
ズ
ツ
と
若
か
っ
た
の
ち
や
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

　
次
に
直
近
の
書
置
で
あ
る
が
、
　
「
南
水
漫
遊
」
に
「
三
勝
養
父
平
左
衛
門
へ
書
置
の
写
し
」
と
し
て
載
っ
て
み
る
だ
け
で
、
他
の

書
に
は
見
え
ず
、
出
所
不
明
で
あ
る
事
は
前
述
の
通
で
あ
る
。

　
　
半
七
母
様
成
ほ
ど
合
点
に
候
へ
ど
も
、
あ
の
方
の
一
門
衆
よ
り
か
う
し
た
事
と
知
ら
ず
、
是
非
是
非
急
に
半
七
殿
に
女
房
も
た

　
　
せ
い
、
持
ず
は
勘
当
せ
ん
と
一
門
み
な
く
申
さ
る
よ
し

　
半
七
の
母
は
三
勝
を
嫁
に
す
る
事
を
承
知
し
て
み
る
が
、
半
玉
が
資
財
を
蕩
尽
し
た
の
も
三
勝
故
だ
と
い
ふ
の
で
親
戚
一
同
は
三

勝
と
縁
を
切
ら
せ
て
嫁
を
迎
へ
さ
せ
よ
う
と
強
硬
だ
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
を
み
て
も
母
親
は
相
当
毫
録
し
て
み
る
の
で
、
親

戚
共
も
そ
の
意
見
を
聞
入
れ
な
い
の
か
と
思
は
れ
る
し
、
三
十
四
五
歳
ま
で
表
向
の
妻
も
な
く
放
蕩
し
て
み
る
半
幅
に
強
硬
な
態
度



で
臨
ま
う
と
す
る
親
戚
の
考
も
一
応
尤
も
だ
と
思
は
れ
る
。
甲
屋
隠
居
は
親
戚
で
は
な
い
ら
し
い
。

　
　
未
お
さ
な
き
お
つ
ま
事
、
生
れ
出
る
よ
り
他
人
の
手
に
か
け
、
親
と
も
子
と
も
し
ら
せ
ず
、
又
も
や
他
人
の
手
に
渡
し
不
便
の

　
　
有
様
見
る
な
ら
ば
生
か
ひ
あ
ら
じ
と
存
じ

　
お
つ
ま
は
三
勝
の
生
ん
だ
娘
ら
し
い
が
、
　
「
又
も
や
他
人
の
手
に
渡
し
」
は
、
こ
れ
だ
け
読
む
と
三
勝
の
死
後
の
事
の
や
う
に
思

は
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
前
か
ら
の
続
き
が
ら
み
る
と
、
半
七
は
親
の
意
に
逆
っ
て
も
大
阪
に
き
て
三
勝
と
同
棲
を
す
る
と
い
ふ
。

そ
こ
で
三
勝
が
さ
う
な
っ
た
ら
お
つ
ま
を
手
許
へ
引
取
っ
て
育
て
た
い
と
云
っ
た
け
れ
ど
半
七
は
聞
入
れ
な
い
。
三
勝
は
邑
智
と
同

棲
は
し
て
も
、
お
つ
ま
を
引
取
ら
な
い
で
他
人
の
手
に
育
て
さ
せ
て
み
る
の
で
は
、
「
生
き
か
ひ
あ
ら
じ
」
と
嘆
い
た
の
で
あ
ら
う

と
思
は
れ
る
。
か
う
し
て
み
る
と
お
つ
ま
は
半
七
と
の
間
に
出
来
た
子
供
で
は
な
い
ら
し
い
。
半
七
と
馴
染
む
以
前
に
出
来
た
子
の

や
う
に
思
は
れ
る
。
そ
し
て
お
つ
ま
が
ま
だ
幼
い
と
い
ふ
か
ら
、
三
勝
が
半
七
と
馴
染
ん
で
か
ら
は
、
ま
だ
そ
れ
程
年
月
は
経
っ
て

る
な
い
や
う
に
も
思
は
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
半
里
の
資
産
蕩
尽
も
、
そ
の
原
因
の
全
部
が
三
勝
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
商
売
上

の
思
は
く
違
ひ
か
、
又
は
三
勝
以
前
に
も
他
の
女
狂
ひ
な
ど
が
あ
っ
て
、
そ
ん
な
事
か
ら
だ
ん
く
資
産
が
傾
い
て
き
て
み
た
と
こ

ろ
へ
三
勝
と
の
事
で
一
層
拍
車
を
か
け
ら
れ
た
の
ち
や
あ
る
ま
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
も
し
さ
う
で
あ
っ
た
な
ら
死
の
道
伴
れ
に

選
ば
れ
た
三
勝
は
ま
こ
と
に
気
毒
と
云
は
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
　
死
ぬ
る
儀
な
ら
ば
あ
い
さ
つ
切
で
下
さ
れ
と
急
で
申
候
共

　
［
，
急
で
」
は
「
急
度
」
の
誤
り
で
あ
ら
う
。
三
勝
と
の
結
婚
を
親
戚
一
同
か
ら
強
硬
に
反
対
さ
れ
る
の
で
二
人
で
情
死
し
よ
う
と

い
ふ
の
な
ら
、
妾
と
は
サ
ツ
パ
リ
と
手
を
切
っ
て
、
親
戚
の
薦
め
る
嫁
を
貰
ひ
な
さ
い
。
さ
う
す
れ
ば
親
戚
の
人
達
も
喜
ん
で
助
力

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八

も
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
情
死
す
る
に
も
及
ぶ
ま
い
。
と
い
ふ
意
味
で
あ
ら
う
。

　
　
半
七
事
は
と
か
く
縁
を
切
な
ら
ば
、
我
等
鼎
立
ま
じ
、
出
家
に
成
候
。
左
な
く
ば
ひ
と
り
自
害
せ
ん
と
御
宇
被
成
下
故
、
い
か

　
　
に
私
思
ひ
の
有
身
と
云
な
が
ら
、
左
様
に
せ
つ
な
る
簸
て
い
を
む
げ
に
な
さ
ば
、
後
の
世
迄
も
義
理
し
ら
ず
と
い
は
れ
ん
事
も

　
　
は
っ
か
し
く

　
三
勝
に
は
扶
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
係
累
が
あ
る
。
色
恋
沙
汰
で
生
き
る
の
死
ぬ
の
と
云
ふ
や
う
な
暢
気
な
身
の
上
で
は
な
い
。

だ
か
ら
半
七
と
縁
を
切
っ
て
も
生
き
て
居
た
か
っ
た
。
そ
れ
が
半
七
と
の
義
理
で
や
む
な
く
情
死
の
決
心
を
し
た
と
の
意
味
で
あ
ら

う
。
前
に
引
用
し
た
半
七
の
甲
屋
隠
居
宛
の
書
置
に
、
三
勝
か
ら
迫
ら
れ
て
死
を
決
し
た
と
あ
る
の
と
全
く
反
対
で
、
ど
ち
ら
が
本

当
か
判
断
に
迷
ふ
次
第
で
は
あ
る
が
、
導
爆
の
書
置
の
何
と
な
く
見
得
坊
で
浮
薄
な
感
が
す
る
の
に
、
三
勝
の
は
恥
も
外
聞
も
捨
て

て
真
情
を
吐
露
し
て
側
々
と
し
て
人
に
迫
る
も
の
が
あ
る
点
か
ら
み
て
、
私
は
三
勝
の
書
い
て
み
る
の
が
本
当
で
あ
ら
う
と
い
ふ
気

が
す
る
。

　
　
い
つ
ぞ
や
半
七
和
歌
山
よ
り
池
田
へ
御
遣
ひ
候
事
、
箇
様
の
事
に
附
て
の
折
か
ら
は
其
方
様
へ
も
少
々
の
金
も
用
意
し
て
池
田

　
　
迄
よ
び
に
参
り
候
へ
共
、
ま
た
高
田
へ
も
参
り
そ
れ
も
不
叶
、
ロ
ハ
今
迄
相
の
び
、
さ
り
と
は
二
様
に
な
り
果
候
事
も
、
其
方
様

　
　
母
様
へ
た
い
し
て
も
不
孝
な
る
事
、
又
お
さ
な
き
お
つ
ま
事
行
末
こ
し
か
た
い
か
な
ら
ん
と
思
へ
ば
よ
み
ち
の
さ
は
り
と
成
候

　
　
へ
ど
も

　
少
々
解
し
か
ね
る
点
も
あ
る
文
で
は
あ
る
が
、
半
七
が
和
歌
山
や
池
田
や
高
田
へ
も
金
策
に
行
っ
た
が
思
ふ
や
う
に
な
ら
な
か
っ

た
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
　
「
其
方
様
」
と
あ
る
の
は
三
左
衛
門
、
母
様
は
三
勝
の
実
母
で
あ
ら
う
。
　
「
お
つ
ま
こ
と
云
々
」
こ
れ
を



書
く
時
の
三
勝
の
鳴
咽
の
声
が
聞
え
る
や
う
で
あ
る
。

　
　
御
身
様
事
も
ま
さ
の
助
を
た
よ
り
と
な
さ
れ
、
何
と
ぞ
く
御
身
立
や
う
に
、
只
今
の
御
心
を
ひ
る
が
へ
し
被
曝
、
何
と
ぞ
人

　
　
に
あ
ざ
け
ら
れ
ぬ
や
う
に
御
身
た
て
頼
上
候

　
御
身
様
は
平
左
衛
門
で
あ
ら
う
。
ま
さ
の
助
は
後
文
に
よ
る
と
三
勝
の
実
弟
の
や
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
平
左
衛
門
に
は
妻

も
な
く
、
三
勝
の
ほ
か
に
は
子
も
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
そ
し
て
三
勝
の
膏
血
を
絞
っ
て
暮
し
て
居
た
ら
し
い
事
が
、
　
「
只
今
の

御
心
を
ひ
る
が
へ
し
云
々
」
で
推
せ
ら
れ
る
。
し
て
み
る
と
三
勝
の
情
死
は
平
左
衛
門
の
生
活
に
は
こ
た
へ
た
で
あ
ら
う
。
以
来
彼

が
善
心
に
た
ち
返
っ
た
か
ど
う
か
が
知
り
た
い
が
、
そ
ん
な
資
料
は
無
い
ら
し
い
。

　
　
お
つ
ま
事
と
て
も
他
人
の
手
に
か
け
る
よ
り
、
母
様
と
御
そ
う
だ
ん
構
成
姉
様
か
た
へ
御
あ
づ
け
面
様
に
態
々
（
能
々
ノ
誤
り

　
　
デ
ア
ラ
ウ
）
願
上
ま
み
ら
せ
候

　
姉
様
と
あ
る
の
は
、
女
の
死
骸
は
「
拙
者
女
房
の
妹
さ
ん
と
申
女
に
紛
れ
無
御
座
候
」
と
、
「
指
上
申
口
上
書
」
で
記
し
て
み
る

上
本
町
八
丁
目
札
之
辻
町
の
安
右
衛
門
の
妻
の
事
で
あ
ら
う
。

　
平
左
衛
門
へ
の
書
置
き
は
前
半
で
終
っ
て
、
　
「
扱
ま
さ
の
助
へ
申
候
」
以
下
は
ま
さ
の
助
へ
の
書
置
で
あ
る
。

　
お
つ
ま
事
よ
く
く
楼
上
ま
み
ら
せ
候
。
扱
あ
さ
ま
し
や
せ
め
て
か
や
う
に
成
と
て
も
、
御
身
様
見
ぐ
る
し
か
ら
ぬ
や
う
に
し

　
て
、
お
つ
ま
事
も
お
と
な
し
う
成
候
を
も
見
て
し
な
ば
、
箇
程
ま
で
は
有
ま
じ
き
物
を
と
存
候
へ
共

ま
さ
の
助
は
ま
だ
独
立
の
生
計
も
営
ん
で
み
な
い
ら
し
い
。
こ
れ
で
は
三
勝
が
死
に
が
ね
る
の
は
尤
も
で
あ
る
。

　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇

　
　
私
事
は
何
と
ぞ
命
響
く
ぞ
ん
じ
、
い
ろ
く
留
て
見
当
へ
共
、
半
七
ど
の
ぜ
ひ
に
と
申
さ
れ
候
へ
ば
、
義
理
に
せ
ま
り
て
命
を

　
　
捨
ま
み
ら
せ
候
。

　
こ
れ
も
前
記
の
や
う
に
、
半
七
に
迫
ら
れ
て
の
死
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
八
郎
右
衛
門
様
と
も
御
相
談
成
さ
れ
、
御
身
の
行
衛
さ
り
と
は
く
直
上
ま
み
ら
せ
候
。

　
こ
の
八
郎
右
衛
門
は
、
下
難
波
村
の
庄
屋
甚
左
衛
門
等
の
「
口
上
」
に
あ
る
、
女
の
死
骸
を
三
勝
だ
と
認
あ
た
上
本
町
三
丁
目
大

和
屋
八
郎
右
衛
門
の
事
で
あ
ら
う
。
こ
の
八
郎
右
衛
門
は
、
思
ふ
に
三
勝
姉
弟
に
と
っ
て
は
唯
一
の
頼
み
に
な
る
人
で
あ
っ
た
の
で

あ
ら
う
。
も
し
か
し
た
ら
ま
さ
の
助
の
主
人
で
、
三
勝
の
母
と
ま
さ
の
助
と
は
平
左
衛
門
の
家
に
同
居
し
て
み
て
、
ま
さ
の
助
は
八

郎
右
衛
門
の
店
に
通
勤
し
て
み
た
と
い
ふ
や
う
な
事
で
は
な
い
か
と
も
思
は
れ
る
。
か
う
考
へ
て
み
る
と
、
半
七
の
書
置
に
「
三
勝

ど
の
御
袋
さ
ま
、
平
左
衛
門
様
」
と
宛
名
を
連
名
に
し
た
事
、
三
勝
の
書
置
が
平
左
衛
門
宛
と
ま
さ
の
助
宛
と
を
一
通
に
書
い
て
お

い
た
事
が
合
点
が
ゆ
く
。

　
　
書
た
き
事
つ
き
な
く
候
へ
共
、
胸
ふ
さ
が
り
筆
も
手
も
な
へ
候
て
、
殊
に
し
の
び
て
書
候
へ
ば
定
て
わ
け
も
見
え
申
ま
じ
く
候
。

　
書
記
の
眼
に
も
触
れ
な
い
や
う
に
書
い
た
と
の
意
味
で
あ
ら
う
か
ら
、
そ
れ
だ
け
に
真
実
を
記
し
て
を
る
と
思
は
れ
る
。
最
後
に

は
三
勝
の
署
名
も
宛
名
も
無
く
、

　
　
　
　
元
禄
八
年
極
月
　
　
日

　
　
い
っ
か
ま
た
き
て
見
る
事
も
か
た
か
ら
め

　
　
　
　
今
を
か
ぎ
り
と
思
ひ
と
ゴ
あ
ん



で
終
っ
て
み
る
。
文
飾
の
多
い
浄
瑠
璃
等
の
文
に
較
べ
て
、
こ
の
素
朴
な
書
置
の
方
が
、
遙
か
に
強
大
な
迫
力
を
も
つ
て
み
る
。
今

こ
の
文
を
書
く
た
め
に
こ
の
書
置
を
再
読
し
て
、
私
は
涙
の
湧
氾
た
る
を
禁
じ
得
な
い
。
文
字
の
使
用
法
が
間
違
っ
て
み
よ
う
が
、

文
法
が
破
格
で
あ
ら
う
が
、
そ
ん
な
事
を
越
え
て
こ
れ
こ
そ
は
希
代
の
名
文
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て
み
る
。
志
の
あ
る
方
は
「
南
水

漫
遊
」
に
つ
い
て
全
文
を
お
読
み
に
な
る
事
を
お
勧
め
す
る
。
さ
う
す
れ
ば
私
の
言
の
偽
り
で
な
い
事
が
お
わ
か
り
に
な
る
と
思
ふ
。

以
上
は
彼
等
の
書
置
の
写
し
が
真
実
の
も
の
と
仮
定
し
て
の
事
で
あ
る
。

　
三
勝
は
女
舞
の
太
夫
で
あ
ら
う
と
か
、
垢
磨
女
で
あ
ら
う
と
か
云
は
れ
て
る
る
。
何
れ
に
せ
よ
余
り
学
問
が
あ
ら
う
と
も
思
は
れ

な
い
女
が
、
あ
れ
を
思
ひ
こ
れ
を
考
へ
遂
に
死
を
決
し
た
際
に
、
こ
れ
ほ
ど
委
曲
を
尽
し
た
文
を
書
き
得
る
で
あ
ら
う
か
、
彼
女
の

冷
静
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
乍
併
こ
の
書
置
の
写
し
と
い
ふ
も
の
は
、
前
述
の
や
う
に
準
拠
不
明
の
物
で
あ
る
。
誰
か
能
文
の
士

が
密
か
に
仮
作
し
た
物
で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
疑
も
あ
り
得
る
。
が
明
白
に
仮
作
と
断
ず
べ
き
資
料
も
な
い
や
う
で
あ
る
か
ら
、
暫

く
「
南
水
漫
遊
」
の
記
事
を
信
じ
て
考
察
を
す
＼
め
た
の
に
過
ぎ
な
い
。

　
以
上
な
が
く
と
記
し
た
事
に
よ
っ
て
僅
に
半
七
と
三
勝
と
の
家
族
、
心
中
の
原
因
が
金
策
不
能
に
あ
っ
た
事
が
わ
っ
た
ば
か
り

で
、
半
割
の
家
業
、
三
勝
の
職
業
に
つ
い
て
の
考
察
が
残
さ
れ
て
み
る
が
、
こ
れ
は
後
に
し
て
、
ま
つ
墓
石
の
事
に
触
れ
て
み
た
い
。

　
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
百
萬
旨
原
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
贈
号
の
句
集
「
軍
民
集
」
の
秋
の
部
に

　
　
あ
か
ね
や
美
濃
や
と
聞
え
た
る
、
な
き
名
の
な
が
れ
と
穿
ま
る
所
は
、
千
日
寺
の
蓬
生
の
露
と
き
へ
か
ゑ
り
ぬ
。
盆
の
こ
の
ご
ろ
は
夜
ご
と
に
群

　
　
画
し
て
、
逆
縁
に
と
ぶ
ら
ふ
人
も
あ
ま
た
侍
り
け
り
。
改
名
嵐
雪
月
照
と
石
の
塔
婆
に
再
入
た
り
。
あ
る
ま
じ
き
こ
と
な
ら
ね
ど
、
お
り
か
ら
は

　
　
思
ひ
か
け
ず
お
ぼ
え
侍
り
け
れ
ば
、

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二

　
　
夢
に
よ
く
似
た
る
夢
哉
墓
参
り

と
あ
る
。
嵐
雪
が
こ
の
石
碑
を
見
た
の
は
何
時
の
事
か
は
知
ら
な
い
が
、
嵐
雪
は
「
俳
家
奇
人
談
」
に
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
十

月
に
五
十
四
で
残
し
た
と
あ
る
か
ら
、
三
勝
半
七
心
中
後
向
余
年
以
内
の
事
だ
と
は
知
り
得
る
。

　
東
武
の
曲
亭
馬
琴
が
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
夏
、
京
阪
の
地
を
歴
遊
し
て
見
聞
し
た
事
ど
も
を
輯
め
て
、
「
簑
笠
雨
量
」
と

題
し
て
出
版
し
た
。
そ
の
巻
之
下
、
　
「
み
の
屋
三
勝
が
古
墳
並
笠
屋
三
勝
が
弁
」
の
条
に

　
　
み
の
屋
三
勝
が
墓
は
、
大
坂
難
波
新
地
法
善
寺
金
毘
羅
堂
の
こ
な
た
、
茶
店
の
む
か
ひ
に
あ
り
、
世
俗
こ
の
寺
を
千
日
寺
と
よ

　
　
べ
り
。
七
月
廿
七
日
こ
の
地
の
友
と
と
も
に
、
こ
》
に
遊
び
て
三
勝
が
古
墳
を
見
る
。
石
塔
に
は
南
無
阿
彌
陀
佛
の
名
号
を
彫

　
　
つ
け
て
外
に
法
号
な
し
、
予
が
か
ね
て
お
も
ひ
し
に
た
が
へ
ば
、
こ
の
外
に
も
彼
も
の
の
墓
あ
り
ゃ
と
問
ふ
に
、
な
し
と
い
ふ
。

　
こ
こ
で
馬
琴
は
前
に
引
い
た
「
玄
峯
集
」
の
詞
書
と
句
を
引
い
て
、

　
　
か
、
れ
ば
予
が
面
し
は
後
に
作
り
か
へ
た
る
も
の
歎
。
又
別
に
嵐
雪
月
照
と
戒
名
彫
入
れ
た
る
墓
あ
る
か
、
序
あ
ら
ば
ぶ
た
た

　
　
び
た
つ
ぬ
べ
し
。
と
記
し
て
み
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
南
水
漫
遊
」
の
著
者
浜
松
歌
國
は

　
　
是
な
ん
つ
れ
ぐ
草
と
（
に
ノ
誤
り
カ
）
い
ふ
八
幡
山
に
詣
ん
と
て
、
麓
の
高
良
明
神
の
社
を
拝
み
て
帰
り
し
類
ひ
な
ら
ん
飲
。

　
　
三
勝
半
七
の
墓
は
、
千
日
奥
の
火
屋
の
前
東
側
、
西
向
に
十
基
計
り
の
石
塔
婆
、
南
よ
り
第
一
に
あ
り
。

と
記
し
て
石
塔
の
図
を
出
し
て
み
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
正
面
（
西
側
）
に

一
晶
覇
騨
難
託
生



　
向
っ
て
右
側
則
ち
南
向
に

　
　
　
　
和
州
五
条
新
町
俗
名
　
　
あ
か
ね
や
半
七

　
　
元
禄
八
歳
乙
亥
十
二
月
七
日

　
　
　
　
大
阪
長
町
四
丁
目
　
　
　
み
の
や
三
か
つ

　
そ
し
て
北
側
に

　
　
此
面
に
追
善
の
発
句
あ
り

　
　
　
　
二
ぼ
さ
つ
の
う
て
な
に
な
ら
ぶ
袖
の
雪

　
　
　
　
死
顔
の
猶
う
つ
く
し
き
朝
の
霜

と
あ
り
、
台
石
に
は
正
面
（
西
）
に

　
　
　
　
杉
山
勘
左
衛
門

　
　
　
　
施
主
　
花
井
あ
っ
ま

　
　
　
　
座
本
　
岩
井
半
四
郎

　
向
っ
て
右
側
則
ち
南
側
に
は

　
　
寛
政
辰
四
月
再
建

　
　
　
　
五
代
若
女
形
　
岩
井
半
四
郎

と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
石
碑
に
つ
い
て

　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸

一
二
三



　
　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四

　
　
元
禄
の
頃
は
岩
井
半
四
郎
、
嵐
三
右
衛
門
両
芝
居
を
大
阪
名
代
の
座
元
と
し
、
欄
外
大
和
屋
甚
兵
衛
、
片
岡
仁
左
衛
門
座
繁
昌

　
　
な
す
。
　
（
中
略
）
此
岩
井
座
に
て
右
の
心
中
を
狂
言
に
仕
組
て
大
当
り
な
し
、
三
勝
に
打
扮
た
る
花
井
あ
づ
ま
、
空
屋
半
七
を

　
　
当
た
る
杉
山
勘
左
衛
門
な
ど
施
主
と
な
り
、
追
福
の
為
に
営
み
し
石
碑
と
見
え
た
り
。
　
（
中
略
）
台
石
は
寛
政
八
三
年
四
月
江

　
　
戸
住
五
代
目
若
女
形
岩
井
半
四
郎
再
建
す
。
こ
れ
は
元
禄
年
中
先
代
の
半
四
郎
座
元
を
勤
し
時
に
建
た
る
石
碑
な
れ
ば
成
べ
し
。

と
説
明
し
て
み
る
。
そ
し
て
享
保
年
間
の
大
阪
の
地
図
に
三
勝
の
墓
が
記
入
さ
れ
て
る
る
と
し
て
、
そ
の
図
を
載
せ
て
み
る
。
そ
の

図
の
概
略
を
左
に
示
さ
う
。

　
「
南
水
漫
遊
」
で
は
東
が
上
に
描
い
て
あ
る
し
、
法
善
寺
・
竹
林
寺
等
に
は
建
物
が
、
か
い
と
・
ひ
し
と
に
も
小
家
が
三
ツ
、
千

日
の
墓
所
に
も
石
碑
が
三
つ
描
い
て
あ
る
が
略
し
た
。
三
か
つ
の
文
字
は
碑
の
内
に
、
　
「
此
辺
の
異
名
を
云
々
」
は
三
勝
の
墓
の
前

の
道
路
に
添
っ
た
北
側
に
註
記
さ
れ
て
み
る
の
を
、
こ
の
図
は
北
を
上
に
し
た
の
で
位
置
が
誤
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
委
し
く

知
り
た
い
方
は
「
南
水
漫
遊
」
な
り
享
保
の
大
阪
地
図
な
り
を
御
覧
願
ひ
た
い
。
な
ほ
図
巾
に
○
や
△
の
印
が
あ
る
の
は
、
浪
速
叢

書
」
に
添
附
の
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
製
鋼
と
あ
る
佐
古
慶
三
氏
所
蔵
の
地
図
の
益
田
に
よ
る
と
、
○
は
北
組
△
は
天
満
組
の

支
配
の
印
ら
し
い
。

　
西
澤
一
鳳
は
「
傳
奇
作
書
」
に
こ
の
墓
に
つ
い
て

　
　
千
日
寺
の
石
碑
は
其
比
の
歌
舞
伎
役
者
の
誰
彼
直
に
狂
言
に
取
組
大
当
せ
し
ゅ
へ
、
長
町
親
も
と
も
心
易
き
ゆ
へ
其
当
座
に
建

　
　
た
る
も
の
な
り
。

と
記
し
て
み
る
。
又
馬
琴
が
「
選
出
雨
垂
」
に
記
し
た
「
嵐
雪
月
照
」
の
な
い
墓
に
つ
い
て
の
不
審
に
対
し
て
、
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三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

　
　
文
化
の
始
比
は
、
馬
手
堀
繁
昌
の
余
り
に
や
毎
度
失
火
有
て
、
法
善
寺
辺
始
終
焼
跡
の
荒
し
ま
ま
に
て
、
東
北
の
小
門
を
入
り

　
　
し
所
に
石
塔
凡
十
基
ば
か
り
有
け
り
、
所
謂
南
無
三
宝
正
三
が
墓
、
又
徳
利
の
形
を
画
、
中
に
平
の
字
書
た
る
墓
石
の
地
蔵
尊

　
　
な
ど
狭
き
所
に
並
び
有
し
事
有
（
今
源
氏
そ
ば
や
の
居
る
所
に
て
井
筒
嘉
と
い
へ
る
酒
屋
の
向
ひ
が
は
な
り
、
今
取
の
け
て
皇
国
に
あ
り
ゃ

　
　
不
知
）
其
墓
の
内
古
き
名
前
の
な
き
を
三
勝
が
石
碑
と
い
ひ
、
　
（
中
略
）
亦
俳
優
家
の
建
た
る
百
回
忌
の
塔
婆
も
、
現
に
今
千

　
　
日
墓
所
の
東
、
榎
の
社
の
後
に
、
一
蓮
託
生
の
石
碑
遺
れ
ど
も
、
手
遠
な
る
ゆ
へ
、
法
善
寺
中
人
目
に
た
つ
所
へ
建
て
た
る
な

　
　
る
べ
し
。

と
記
し
て
み
る
。
松
村
操
の
「
実
事
諌
」
に
は
、
．

　
　
大
阪
千
日
寺
の
傍
に
、
半
七
三
勝
の
石
塔
あ
り
、
何
時
の
こ
ろ
建
て
し
も
の
に
や
年
号
な
く
、
其
面
に
嵐
雪
月
照
信
士
あ
か
ね

　
　
や
身
性
、
月
雪
妙
霜
信
女
み
の
や
三
勝
と
彫
り
、
下
に
「
二
ほ
さ
つ
の
う
て
な
に
な
ら
ぶ
袖
の
雪
、
「
死
貌
の
な
ほ
う
つ
く
し
き

　
　
朝
の
霜
と
俳
句
二
首
を
彫
添
へ
た
り
。
又
千
日
前
法
善
寺
に
も
、
三
勝
半
七
の
石
碑
あ
り
て
、
是
れ
に
は
嵐
雪
月
照
信
士
和
州

　
　
宇
知
郡
五
条
新
町
赤
根
屋
半
七
、
月
雪
妙
霜
信
女
大
阪
み
の
や
さ
ん
事
三
勝
、
元
禄
八
乙
亥
年
十
二
月
六
日
と
彫
り
つ
け
あ
り
。

と
あ
る
。
「
南
水
漫
遊
」
に
も
、
「
傳
同
作
書
」
に
も
干
日
墓
所
の
東
に
一
基
と
あ
る
の
に
「
実
事
諏
」
に
場
所
を
異
に
し
て
二
基
あ

り
と
し
た
の
は
、
ど
う
し
た
事
で
あ
ら
う
。
明
治
の
頃
に
な
っ
て
法
善
寺
傍
．
に
別
に
新
た
に
一
基
建
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
著
者
松

村
操
の
思
違
ひ
か
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
話
は
少
々
脇
道
に
そ
れ
る
が
、
　
「
実
事
課
」
に
は
右
に
引
用
し
た
や
う
に
、

「
千
日
寺
の
傍
に
」
、
「
千
日
前
法
善
寺
に
も
」
と
あ
っ
て
、
千
日
寺
と
法
善
寺
と
は
二
寺
の
や
う
に
記
さ
れ
て
み
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
馬
琴
の
「
簑
笠
雨
談
」
に



　
　
み
の
屋
三
勝
が
墓
は
大
阪
難
波
新
地
法
善
寺
金
毘
羅
堂
の
こ
な
た
、
茶
店
の
む
か
ひ
に
あ
り
。
世
俗
こ
の
寺
を
千
日
寺
と
よ
べ

　
　
り
。

と
あ
る
。
こ
の
馬
琴
の
「
簑
笠
雨
談
」
の
記
事
に
つ
い
て
、
西
澤
一
鳳
は
「
傳
奇
童
書
」
に

　
　
是
皆
推
量
の
説
に
し
て
、
曲
亭
子
が
考
は
皆
齪
．
酷
せ
し
砂
胆
ら
け
し
、
始
法
善
寺
の
一
名
を
干
日
寺
と
も
呼
り
と
は
誤
の
始
に

　
　
し
て

と
、
み
の
や
三
勝
に
昔
の
名
高
い
笠
屋
三
勝
を
附
会
し
た
ら
う
と
の
馬
琴
の
説
に
反
対
し
て
み
る
。
み
の
や
、
笠
屋
の
事
は
後
に
譲

っ
て
、
こ
の
一
鳳
の
文
に
拠
る
と
、
法
善
寺
と
千
日
寺
と
は
、
　
「
実
事
潭
」
に
あ
る
通
り
二
つ
の
寺
だ
と
思
は
れ
る
。

　
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
版
の
一
極
軒
道
冶
の
「
藍
士
民
」
三
巻
に
千
日
寺
と
題
し
た
挿
絵
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
草
葺
の
堂

の
内
の
奏
銭
箱
ら
し
い
物
に
法
善
寺
と
記
さ
れ
て
み
る
。
延
宝
八
年
開
板
の
一
重
贈
号
冶
の
「
難
波
鑑
」
第
四
、
法
善
寺
墓
参
と
題

す
る
章
に

　
　
抑
此
法
善
寺
と
申
せ
し
は
、
寛
永
年
中
の
こ
ろ
ほ
ひ
よ
り
、
千
日
の
念
仏
を
と
り
た
て
し
ょ
り
、
人
こ
ぞ
り
て
千
日
寺
と
い
へ

　
　
り
。

と
あ
り
、
　
「
千
日
寺
と
う
ろ
う
事
」
と
題
し
た
挿
絵
が
あ
り
、
「
藍
分
船
」
の
挿
絵
と
同
様
費
銭
箱
に
法
善
寺
と
記
し
て
あ
る
。
し

て
み
る
と
法
善
寺
を
俗
称
干
日
寺
と
記
し
て
馬
琴
を
誤
り
と
い
ふ
事
も
出
来
な
い
や
う
で
あ
る
。

　
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
版
黒
縁
斎
主
好
の
「
浪
花
の
な
が
め
」
巻
之
三
、
「
富
屋
半
畳
ミ
の
や
三
か
つ
石
塔
」
の
条
に
は
、
「
千

日
寺
に
あ
り
」
、
「
腹
の
石
塔
」
、
「
六
が
石
塔
」
の
条
は
共
に
「
千
日
寺
墓
所
に
あ
り
」
、
「
南
無
三
宝
正
三
墓
」
は
「
千
日
法
善
寺
内

　
　
　
］
二
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七



　
　
　
三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八

に
あ
り
」
と
あ
る
。
　
「
千
日
寺
」
、
「
零
雨
法
善
寺
」
と
書
別
け
て
み
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
下
寺
で
あ
っ
た
や
う
で
も
あ
る
が
、
　
「
六

が
石
塔
」
と
い
ふ
の
は
、
馬
琴
の
「
簑
笠
話
談
」
の
「
み
の
屋
三
勝
が
古
墳
」
の
条
に
、

　
　
石
塔
婆
（
三
勝
半
煮
ノ
デ
ア
ル
）
の
角
欠
て
あ
り
。
し
れ
る
も
の
の
云
、
跨
凄
を
尽
る
も
の
、
こ
の
石
を
末
に
し
て
飲
ば
治
す

　
　
と
い
ふ
。
又
こ
の
寺
（
法
善
寺
ヲ
サ
ス
）
の
門
前
に
あ
る
乞
再
女
声
が
墓
も
し
か
す
れ
ば
、
酒
量
す
、
む
と
て
、
俗
子
往
々
か

　
　
、
る
殺
風
景
を
な
す
と
な
ん
。

と
あ
る
「
門
付
女
六
が
墓
」
と
奇
物
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
墓
の
在
場
所
が
移
動
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
法
善
寺
の
門

外
一
帯
を
千
日
寺
と
呼
ん
だ
の
か
と
も
思
は
れ
る
。
な
ほ
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
以
後
の
執
筆
と
い
は
れ
る
曉
言
成
の
「
摂
津
名

所
図
会
大
成
」
巻
之
八
、
干
日
寺
の
条
に
は

　
　
道
頓
堀
墓
所
の
ロ
ニ
あ
り
法
善
寺
と
い
ふ
浄
土
宗
本
尊
阿
彌
陀
佛
、
寺
玉
山
に
賑
わ
し

と
割
註
し
て
、
前
記
「
難
波
鑑
」
の
文
を
引
用
し
て
み
る
。
か
う
し
て
み
る
と
、
西
澤
一
鳳
が
、
法
善
寺
を
世
俗
干
日
寺
と
呼
ん
だ

と
書
い
た
馬
琴
を
誤
り
だ
と
い
っ
た
理
由
を
解
し
か
ね
る
。
松
村
操
の
「
実
事
諌
」
の
方
は
、
た
ゴ
「
傳
奇
作
書
」
に
拠
っ
て
深
く

も
考
へ
ず
に
書
い
た
ま
で
で
あ
ら
う
。
こ
の
法
善
寺
と
千
日
置
と
は
同
一
の
寺
か
否
か
は
、
「
蔵
男
船
」
や
「
難
波
鑑
」
の
著
者
一

二
軒
道
冶
が
大
阪
の
人
で
な
く
、
「
傳
補
作
書
」
の
著
者
西
澤
一
鳳
が
、
元
禄
享
保
の
頃
の
浮
世
草
子
作
者
西
澤
一
風
の
曽
孫
で
あ

り
、
曽
祖
父
一
風
以
前
か
ら
大
阪
土
着
の
出
版
書
騨
で
あ
っ
た
事
か
ら
考
へ
て
、
法
善
寺
の
一
名
が
千
日
寺
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
誤

だ
と
断
言
す
る
の
に
は
相
当
確
か
な
根
拠
が
あ
る
筈
だ
と
考
へ
ら
れ
る
け
れ
ど
、
大
阪
に
不
案
内
の
私
に
は
残
念
な
が
ら
そ
れ
が
よ

く
解
ら
な
い
。
大
方
諸
賢
の
御
示
教
を
御
願
ひ
し
た
い
。



　
と
こ
ろ
で
そ
の
「
摂
津
名
所
図
会
大
成
」
の
巻
之
八
、
「
三
勝
之
墓
」
の
条
に
、
「
千
日
三
昧
茶
毘
所
の
傍
に
あ
り
」
と
し
て
、

「
南
水
漫
遊
し
と
ほ
ゾ
同
様
の
事
を
記
し
、
馬
琴
の
「
簑
笠
雨
談
」
を
も
引
き
、
「
簑
笠
雨
談
」
の
法
善
寺
の
墓
に
つ
い
て
、

　
　
按
ず
る
に
此
法
善
寺
の
墓
は
何
人
の
建
た
る
に
や
、
予
も
歯
し
が
、
表
に
南
無
阿
彌
陀
佛
と
勒
し
、
裏
に
梅
ば
ち
ト
五
七
の
桐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
　
の
と
う
ト
玩
べ
鍋
つ
け
、
余
に
名
も
な
く
年
号
月
日
も
見
へ
ず
、
是
は
情
死
の
者
ゆ
へ
は
ゴ
か
り
て
名
を
記
さ
ざ
る
か
。
　
（
中

　
　
略
）
夢
に
よ
く
似
た
る
人
（
夢
ノ
誤
）
か
な
墓
ま
い
り
と
吟
じ
た
る
石
碑
は
、
此
千
日
の
三
昧
な
る
墓
な
る
べ
し
。
直
下
が
詞

　
　
書
に
干
日
寺
と
書
た
る
は
三
昧
を
寺
院
と
思
ひ
て
覧
た
る
か
、
又
三
昧
と
書
ん
も
い
ま
わ
し
く
思
ひ
て
千
日
寺
と
書
た
る
や
し

　
　
る
べ
か
ら
ず
。
又
法
善
寺
の
石
碑
の
紋
ど
こ
ろ
彼
両
人
の
紋
に
符
合
せ
ば
是
そ
の
古
墳
に
違
は
ざ
れ
ど
も
い
ま
だ
其
証
つ
ま
び

　
　
ら
か
な
ら
ず
、
尚
後
人
の
考
へ
を
ま
つ
の
み
。

と
あ
る
。
梅
鉢
と
五
七
の
桐
と
が
三
勝
と
半
玉
の
紋
で
あ
る
と
は
何
に
拠
っ
て
知
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
因
み
に
東
京
の
歌
舞
伎
座

で
出
版
し
て
み
た
雑
誌
「
歌
舞
伎
」
第
六
年
第
五
号
（
昭
和
五
年
五
月
発
行
）
に
「
自
安
寺
の
三
勝
半
七
の
墓
」
と
し
て
、
　
「
岩
井

半
四
郎
等
元
禄
年
間
に
立
て
し
と
」
と
註
記
し
た
写
真
が
載
っ
て
み
る
。
今
年
三
月
中
旬
自
安
寺
に
住
職
池
田
麗
進
師
を
訪
ね
て
こ

れ
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
自
習
寺
に
三
勝
半
七
の
墓
が
あ
っ
た
と
は
聞
い
た
事
が
な
い
。
芦
辺
劇
場
の
東
隣
の
墓
地
内
に
あ
る
の
を
自

安
寺
と
思
誤
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
の
事
で
、
其
場
所
へ
行
っ
て
み
た
。
三
勝
半
七
比
翼
塚
と
記
し
た
建
札
の
文
字
も
薄
れ
、
の
つ
べ

ら
棒
の
石
が
二
つ
、
共
同
の
台
石
の
上
に
並
ん
で
み
た
。
折
か
ら
雨
も
激
し
く
降
っ
て
き
た
し
、
、
尋
ね
る
べ
き
人
影
も
な
か
っ
た
の

で
、
後
日
を
期
し
て
早
々
に
退
散
し
た
。
前
記
歌
舞
伎
誌
の
写
真
の
は
一
基
で
あ
る
し
、
こ
ん
な
に
の
つ
べ
ら
棒
で
も
な
い
。
昔
の

千
日
の
火
屋
の
在
っ
た
場
所
は
、
現
在
芦
辺
劇
場
の
在
る
所
よ
り
も
つ
と
南
で
あ
っ
た
と
い
ふ
事
で
あ
る
か
ら
、
昔
の
儘
の
場
所
で
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も
な
い
訳
で
あ
る
。
墓
の
話
が
意
外
に
長
く
な
っ
た
先
を
急
が
う
。

　
同
じ
「
歌
舞
伎
」
誌
に
、
半
七
自
筆
と
い
ふ
豆
腐
屋
の
看
板
の
両
面
を
摺
っ
た
写
真
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
ゐ

　
　
此
看
板
の
石
摺
は
半
七
自
筆
と
伝
へ
ら
れ
其
筆
跡
は
見
事
の
も
の
な
り
、
大
和
五
条
に
と
う
ふ
屋
を
営
み
居
り
、
屋
根
を
赤
根

　
　
屋
と
称
す
。
同
店
の
軒
下
に
掲
げ
し
物
に
て
両
面
を
写
せ
し
な
り
三
七
の
書
を
よ
く
せ
し
事
は
、
遺
書
に
依
っ
て
も
あ
き
ら
か

　
　
な
り
、
酒
屋
と
云
う
は
浄
瑠
璃
作
者
が
訂
正
に
よ
る
も
の
な
り
（
瀬
川
春
江
）
　
山
口
豊
山
氏
蔵
書

と
註
し
て
載
っ
て
を
り
、
　
「
大
和
五
条
に
現
存
せ
る
赤
根
屋
」
と
記
し
た
写
真
も
載
っ
て
み
る
。
家
の
方
は
角
家
で
二
階
建
土
蔵
造

ら
し
い
。
同
誌
に
南
木
芳
太
郎
氏
が
「
半
七
と
三
勝
の
素
性
」
と
題
し
た
文
を
書
い
て
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に

　
　
浜
松
歌
國
の
「
南
水
漫
遊
」
に
は
子
孫
が
豆
腐
屋
を
営
ん
で
み
た
と
書
か
れ
て
あ
る
が
、
そ
の
時
代
に
は
ま
さ
か
豆
腐
屋
で
も

　
　
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
の
は
そ
れ
で
は
大
阪
と
の
関
係
が
繋
が
れ
な
い
。

　
　
大
和
椰
醗
か
ら
五
条
の
あ
の
辺
り
一
体
に
か
け
て
は
由
来
、
柿
の
名
産
地
と
し
て
名
高
い
処
だ
。
そ
の
他
に
は
「
あ
か
ね
染
」

　
　
と
称
し
た
染
地
の
晒
木
綿
が
産
出
し
て
居
っ
た
と
伝
へ
ら
れ
て
る
る
。
今
日
で
は
悌
が
な
い
が
一
ま
つ
こ
の
辺
の
商
売
と
仮
想

　
　
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

な
ど
と
あ
る
。
私
は
こ
の
説
に
全
面
的
に
賛
同
す
る
。
半
七
の
家
が
「
あ
か
ね
染
」
を
商
っ
て
み
た
と
す
れ
ば
、
屋
号
を
「
あ
か
ね

や
」
と
云
っ
た
事
は
最
も
自
然
で
あ
る
し
、
前
に
引
用
し
た
三
勝
の
書
置
の
内
の
、
半
七
が
和
歌
山
・
池
田
・
高
田
な
ど
へ
金
策
に

行
っ
た
ら
し
い
と
解
さ
れ
る
条
も
、
こ
れ
ら
の
土
地
に
半
七
の
家
の
あ
か
ね
染
の
取
引
先
が
あ
っ
た
為
と
思
は
れ
、
同
時
に
半
七
の

家
の
取
引
先
は
可
成
り
に
多
方
面
で
あ
っ
て
相
当
に
大
き
な
商
人
で
あ
っ
た
と
い
ふ
事
も
想
像
さ
れ
、
大
阪
に
も
勿
論
取
引
先
は
あ



り
、
そ
の
為
に
半
七
は
度
々
大
阪
に
来
て
滞
在
も
し
た
で
あ
ら
う
し
、
そ
の
う
ち
に
三
勝
と
結
ば
れ
た
か
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
豆
腐
屋
の
看
板
が
半
七
自
筆
で
あ
る
と
い
ふ
事
が
真
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
半
七
が
資
産
を
蕩
尽
し
た
が
為
に
豆
腐
屋
を
始
め
た

か
、
以
前
か
ら
豆
腐
屋
も
兼
業
と
し
て
や
っ
て
み
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
前
記
半
七
の
母
親
へ
の
書
置
に

　
　
と
か
く
五
郎
八
其
外
妹
衣
と
を
ち
か
ら
と
な
さ
れ
候
て
、
世
渡
り
の
い
と
な
み
頼
上
身

と
あ
る
の
は
豆
腐
屋
で
何
と
か
生
計
を
た
て
》
い
っ
て
く
れ
と
い
ふ
意
味
ら
し
く
、
つ
ぎ
の

　
　
一
旦
私
も
身
体
（
身
代
）
は
て
ま
し
て
、
所
へ
か
ほ
だ
し
候
も
気
の
ど
く
千
萬
に
ぞ
ん
じ
曾
て
か
く
な
り
は
て
て
ま
み
ら
せ
候

は
、
今
ま
で
手
広
く
あ
か
ね
染
の
商
売
を
や
っ
て
み
た
の
に
、
斯
く
僅
か
な
豆
腐
屋
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
恥
し
く
つ
て
故
郷
へ

は
顔
出
し
も
出
来
な
い
か
ら
自
殺
す
る
と
の
意
味
か
と
解
さ
れ
、
ひ
ど
く
見
得
坊
な
男
ら
し
い
。
そ
れ
な
ら
ば
独
り
で
自
殺
す
る
な

ら
ば
兎
に
角
、
心
中
す
る
と
は
な
ほ
恥
曝
で
見
得
坊
ら
し
く
な
い
と
思
ふ
人
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
心
中
す
る
と
い
ふ
事
に
誇

さ
へ
感
じ
て
み
た
当
時
と
し
て
は
、
こ
れ
も
亦
一
種
の
見
得
で
、
半
畳
の
性
格
に
反
し
た
行
動
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
三
勝
が

我
が
子
お
つ
ま
の
行
末
が
気
が
か
り
で
、
半
年
と
の
縁
を
切
っ
て
も
何
と
か
し
て
生
き
て
ゆ
か
う
と
努
め
な
が
ら
も
、
半
七
に
引
摺

ら
れ
て
死
を
決
し
た
の
は
、
こ
れ
迄
相
当
の
金
額
を
半
七
か
ら
あ
ふ
い
で
み
た
の
で
、
今
更
半
七
を
見
捨
て
》
は
薄
情
者
よ
と
人
々

に
誘
ら
れ
る
の
も
堪
難
く
、
浮
世
の
義
理
に
迫
ら
れ
て
の
事
で
、
三
勝
の
義
理
堅
い
律
義
な
性
格
で
あ
る
事
が
窺
は
れ
る
。
三
勝
が

湯
女
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
女
舞
で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
問
題
が
残
る
が
、
こ
れ
は
実
録
と
伝
へ
る
物
の
内
に
は
確
実
と
思
は
れ
る
資

料
が
見
当
ら
な
い
の
で
、
こ
の
事
件
を
取
扱
つ
た
文
芸
作
品
に
拠
っ
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
後
日
に
譲
る
こ
と
に
し
た
。
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